

































































































   （ . ） 0.2秒より短い間合いを示す。
　 ： 直前の音が延ばされていることを示す。コロンの数は引き延ばしの相対的な長さに対応し
ている。この時、コロンは有標化された引き延ばしを示す。
　  ． 直前部分が下降調の抑揚で発話されていることを示す。
　？ 直前部分が上昇調の抑揚で発話されていることを示す。
   文字 下線部分が強調されて発話されている（例：音量が大きい、音が高い）ことを示す。強調の
度合いがさらに強い場合は、二重下線を用いる。
○文字○ この記号で囲まれた部分が弱められている（例：音量が小さい、音が低い）ことを示す。




    .hh ドットに先立たれたhは吸気音を示す。hの数はそれぞれの音の相対的な長さに対応してい
る。この記号は「息継ぎ」「笑い」などいくつかの種類の異なるふるまいを示す。
  〈　〉 前後に比べて発話のスピードが遅くなっている部分を示す。
（文字） 聞き取りに確信が持てない部分を示す。
（　　） 全く聞き取れない部分を示す。発話の長さは空白の長さに対応している。



















































































































































































































































































236K：  ［たくさんある(.)］あるんじゃがもう言いません [[hhhh]]hhhh
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本稿は広島大学国語国文学会平成25年度研究集会（平成25年７月６日）での口頭発表（「ナラティブ
による対人関係構築」）を修正・加筆のうえ改題したものである。発表の席上で、また発表後に多くの方々
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